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七つの大陸の最高峰を訪ねて

（続）登高者の榮を紡ぐ歩み



山への目覚め

◆市内の私立高校に進学し、同級生から山の楽し
さを知る

◆山岳部へ入部希望するが部員過剰で入部不可

◆地元名門の社会人山岳会へ入会して、登山の基
礎から体力練成まで仕込まれる

◆入会から３年目、二十歳の時大学２年の秋に退
会して大学山岳部へ

◆基本体力と技術があったのですぐにアタックメン
バーになる
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アマゾン・オリノコ河踏査とは？

カリブ海オリノコ河からアマゾン河源流ボリ
ビア迄踏査する学術調査隊

大河はつながっているのか？ 首刈族はいるのか？
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カリブ海からアンデスを越えて太平洋へ

オリノコからアマゾン流域 、

ベネズエラ、コロンビア、ペルー、

ブラジル、ボリビア等大河の源
流域を約１００００キロ踏査する
学術調査隊に参加する。



遡行したアマゾン流域の川

◆オリノコ河

◆イニリダ河

◆ガビィアーレ河

◆カケタ川

◆アパポリス川

◆プツマヨ川

◆アマゾン河本流

◆ネグロ川

◆ウルバンバ河

◆ﾏｰﾄﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｵｽ川

◆アマゾン河本流
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ジャングルの中で考えたこと

毎日が狩猟生活、ピラニア、なまず、猿、獏、ネズ
ミ、イグアナ等動くものは全てが胃袋に消えた。



波瀾万丈の人生が始まる

◆職場復帰そして結婚、子供の誕生と育児

◆社会復帰３年目に父を見送り

◆続いて６年目に妻（３０歳）を見送って父子家庭に

＝母と姉、弟のサポートで乗り切る＝

◆仕事と育児の１６年、山とスキーで親子のスキン
シップ

◆子供達が社会人職業人として巣立つ

＝「お父さんこれからどうやって生きてくの？」＝
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人間万事塞翁が馬
じんかん ばんじさいおうが うま）



山岳部復活復興支援活動開始

◆復活復興を願う後輩達からの呼びかけ

◆部員確保に近隣大学部員や子女の投入

◆ ＯＢ会の大学校友会への組織改編

◆指導者育成で積極的に合宿を支援

◆海外遠征計画でモチベーションを高める

◆賛助支援募金活動の展開

◆ ウェブ、広報紙で活動を内外にアピール

◆山岳部８０年史の編纂でＯＢを広く呼び込む

◆ セブンサミッツ制覇計画を立ち上げる
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セブンサミッツとは？
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第１峰アコンカグアへの挑戦
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２００２年夢実現計画始動

七大陸最高峰制覇セブンサミッツへの挑戦

南米大陸最高峰アコンカグア峰遠征

６９５０メートル制覇



セブンサミッツ第２峰
ヨーロッパ最高峰エルブルース（5642ｍ）



高所順応で体調管理
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第３峰 オーストラリア大陸最高峰
コジウスコ峰（2228m）



トレッキング感覚で登山を楽しむ
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第４峰 アフリカ大陸最高峰
キリマンジャロ峰（5895m）



ホロンバハットからキボハットへ
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キリマンジャロ峰ギルマンズピーク

キリマンジャロからケニア峰登頂へ



第５峰 北アメリカ大陸最高峰
マッキンリー峰（デナリ6193m）



第６峰世界最高峰＆アジア最高峰
チョモランマ（サガルマータ、エベレスト８８４８ｍ）
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世界最高峰チョモランマへの挑戦

夢抱き 夢育み 夢実現する



キャンプ１からの北稜登高
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南極パトリオットヒルズ到着
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ツインオッター機で登山基地へ
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１０００ｍの雪壁登高
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南極大陸ビンソン・マシフ制覇
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夢無限計画 Ｇ＆Ｇ計画始動

２０１１年 ７月 ボルネオ キナバル峰遠征

２０１１年 ８月 モン・ブラン、ブライトホルン、マッターホルン遠征

２０１３年 ５月 デナリ偵察ルース氷河、ＩＦＳＣ Ｗ－ｃｕｐトロント

大会、ベイル大会応援観戦

２０１４年 ７月 ＩＦＳＣ Ｗ－ｃｕｐインスブルック大会、グリンデル

ワルト大会応援観戦、ツェルマットトレッキング

２０１４年１０月 ヒマラヤ ロールワリントレッキング遠征

（未踏峰探査行）

２０１５年１０月 ヒマラヤ タシカン・タサルツェ峰未踏峰遠征

２０１６年 ５月 ブランカ山群ワスカラン、ピスコ遠征

２０１７年 ５月 ロシア エルブルース遠征

２０１７年 ８月 韓国嶺南アルプス＆インスボン

２０１８年 ３月 アメリカ ビショップボルダリング遠征

２０１８年 ９月 ヒマラヤ マナスル遠征
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Ｇ＆Ｇ計画第１峰キナバル山登頂
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モン・ブランアタック
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マッターホルン制覇
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美しいマナスル峰
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現役学生畠山君のマナスル登頂
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これから山岳部が目指すものとは

・マウンテニーアスピリットを錬磨し、志高く心身逞しい野
外活動のオールランドプレーヤー＆指導者を育成する。
・未知への旺盛な探究心と挑戦意欲を育み、「文武両道」
知識研鑽と気力充実・身体剛健、体力錬磨に精進する。
・最新登山技術の習得応用と後進への指導で相互技術
向上を図る。
・クライミングコンペ、トレイルラン等競技スポーツへの積
極的参戦で実績をつくる。
・ライトエクスペディションによる海外遠征でグローバルな
視点を持った後継指導者を育成する。

◆山岳部＆山岳会の理念



山岳部＆山岳会の基本方針

私達山岳部員とＯＢは、マウンテニアスピリットを
基本理念に、人格尊重、相互啓発「登山」という崇
高な文化活動の中で学び・育み・成長する過程を大
切にし、最新登山技術を習得錬磨しつつより困難、
高度な登山活動を通じて、優れた人間関係を醸成
すると同時に、地球の環境保全活動に取り組んで
未来に有為な人材を輩出することを目標として掲げ
ます。



◆山岳部＆山岳会の運営方針
◆ ・建学精神に則り、常により高き、より困難に挑戦する気概と
情熱を漲らせ目標に邁進する気風をつくる。

◆ ・わが山岳部の理念と基本方針に賛同される支援組織を組織
強化する。

◆ ・ＪＡＣ学生部、県下近隣大学山岳部との交流、切磋琢磨によ
り同世代人として遜色ないグローバルな見識と視点を持った
人づくりを図る。

◆ ・現在、未来へと有為な学生の育成に取り組むため財政健全
化を図る。

◆ ・日本は七つの海に通ずる島国であり、国土の80％が山々で

形成された海彦と山彦の民で成立つ民族国家です。登山文
化をより充実させるために早期に「山の日」制定を山岳諸団体
と連携協調して世に発信し、多くの方が山に親しみ、その恩恵
に感謝しつつ豊な自然を次世代に残せるよう努力する。



未来の後輩達に「夢無限」をつたえる
世界大恐慌が席巻した昭和初期、開学と同時に山岳活
動を開始した井上隆保・広岡大三・狩野 丘ら創部者達
は経済的困苦の中何を求めて同好の志を募ったのであ
ろうか。
僅か数年後には３０人以上の若人が山岳部に入り活発
多様なな活動を繰り広げている。
競技スポーツではＷ－ｃｕｐ、世界選手権に参戦して結
果を出し、オリンピック参戦を目指している。
私達は先人が築いてきた建学精神「質実剛健 積極進取
中正堅実」に則り、続「登高者の榮」を綴り、未来の後輩
に夢のキャンパスを贈り続けたい。



Ｇｒｅａｔ Ｓｕｍｍｉｔｓ １０峰とは？

ご承知のようにＮＨＫが選んだ世界の名峰、地球の美しい
山々１０峰です（すでに６峰を登頂しております）
１．キナバル峰 熱帯の命あふれる山
２．モン・ブラン アルプスの白き女王
３．秀麗な岩峰マッターホルン 天を突く孤高の頂
４．アスパイアーリング 風と水がつくった光の山
５．マッキンリー峰（デナリ） 極北の偉大なる山
６．キリマンジャロ峰 赤道直下の白き山
７．アウヤンテプイ 天空のロストワールド
８．パプアニューギニアのウィルヘルム峰 聖なる岩の峰
９．ペルーブランカ山群のワスカラン峰 熱帯の最高峰
１０．カムチャッカ半島のクリチェフスカヤ 火と氷の山



Ｈｉｍａｌａｙａ Ｇｉａｎｔｓ １４座
１．エベレスト（サガルマータ・チョモランマ 8848m）
２．Ｋ２（チョゴリ 8611m）
３．カンチェンジュンガ（8586m）
４．ローツェ（8516m）
５．マカルー（8463m）
６．チョ・オユー（8201m）
７．ダウラギリ（8167m）
８．マナスル（8163m）日本初登頂
９.ナンガパルバット（8126m）
１０.アンナプルナ（8091m）
１１.ガッシャーブルムⅠ（8068m）
１２.ブロードピーク（8051m）
１３.ガッシャーブルムⅡ（8035m）
１４.シシャパンマ（ゴザインタン 8027m）



変遷するスポーツについて

時代と共にスポーツは進化発展してゆくもの、

登山も同様で、自然を親しむと共に歩く、走る、

攀じる等多様化が進んでいます。

町にはクライミングジムがつくられ、野山を走

り回るトレイルランは数キロからフルマラソン、

数百、数千キロマラソンまで出てきています。

富士山駅伝やキナバルトレイルランが一例でし

ょう。



嘉納治五郎の作り上げたスポーツ
「柔」→「柔術」→「柔道」→「ＪＵＤＯ」

たとえば柔、柔術という日本古来の武術がどうして柔道とし
て世界のＪＵＤＯになりえたのか。
僅か１００年という時間の中で少しずつ熟成進化して武道か
らスポーツへと変わり、その中で競技として独り歩きして今日
に至ったものと思います。
そのために忘れられたことがあります。武道本来の持つ道
としての求道精神、礼法、心のありよう等です。
今それらを取り戻そうとする動きが少しずつ芽生えてきてい
ます。講道館や世界柔道にルール変更や礼法を中心とする
指導に現れ始め、柔道ルネッサンスとして定着しつつありま
す。



変わりゆく「登山」の姿
冒険・探検からレジャーから競技スポーツへ

登山も又同じです。
日本の場合は修験道として始まり、ウィンストンによる欧州ア
ルピニズムの普及により冒険、探検、より困難を求めた初登
攀競争の時代を経て海外のジャイアンツや未踏峰制覇へ。
「山」というフィールドは、山岳信仰、修験道から春夏秋冬
折々の季節を満喫するハイキング、トレッキング、アルパイン
クライミングへと、そして登り方も一般ルートからバリエーション
ルート、より困難なルートの選択を経てロッククライミングのフ
リー化へと進み、競技としてボルダリングやリードなどスポーツ
化が始まり、山という高度差を利用した山岳耐久レースやトレ
イルランがこれらとは別に新たに加わり、更にもう一つのフィー
ルド、屋内外のクライミングジム、人工壁が加わってスポーツ
へと進化を続けているようです。



～令和元年度～

雲南懇話会―講演資料

制作：神奈川大学山岳部 落合

ご清聴有難うございました


